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研究成果の概要（和文）：３年間の種痘伝来科研において、1849年8月11日（嘉永2年6月23日）に到来した牛痘
接種が九州各地へ伝播した様子が明らかになった。たとえば、佐賀藩では全額藩費による組織的な種痘を実施し
た。大村藩では、牛痘種子継料を全村から徴収し種痘を維持していた。中津藩では長崎から痘苗を得た民間医辛
島正庵らが文久元年（1861）医学館を創設した。福岡藩領では、武谷祐之が、嘉永2年の末から種痘を始めた。
小倉藩では、安政5年（1858）に再帰牛痘法を試みていた。九州諸藩における種痘普及により、洋式医学校の設
立など地域医療の近代化をめぐる在村蘭方医の人的ネットワークが主要な役割を果たしていた実態が判明した。

研究成果の概要（英文）：After several failed attempts active vaccine finally arrived in Japan on 
11th August 1849. From Nagasaki it quickly spread throughout Kyushu as many Japanese physicians were
 already well aware of the principles of inoculation . The Saga clan, for example, introduced a 
well-organized and completely financed vaccination policy. In Nakatsu well-informed physicians 
brought vaccine from Nagasaki . Two years later merchants financed the establishment of a medical 
house (igakkan) for further studies and vaccination. In the Fukuoka domain too, a clan physician 
took the initiative in 1849 until his activities were acknowledged and supported by the clan. During
 those early years vaccination was maintained by arm-to-arm transfer, In 1858 Kokura domain 
physicians experimented with the retrovaccination (cow-human-cow-human transfer) introduced by 
Galbiati and Troja in 1803. This deeply influenced the general acceptance of Western medicine and 
the establishment of regional health care structures. 

研究分野： 日本近世史
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者青木歳幸は、基盤研究Ｃ「佐賀
藩・中津藩・長州藩を軸とする西南諸藩の医
学教育の研究」（24～26 年度）において、佐
賀・中津・萩各藩の西洋医学教育展開に、種
痘普及とそのための人的ネットワークが主
要な役割を果たしていた実態を解明した。が、
他の九州諸藩・地域においての種痘伝播の実
態研究や、その人的ネットワークが地域医療
の近代化にどう関わったのかの研究は不十
分であった。西南諸藩の医学教育研究を発展
させるためには、まず、九州諸地域の種痘伝
播に関する基礎的研究が不可欠であると、本
研究を着想した。 
 
２．研究の目的 
九州諸地域の牛痘種法（種痘）の伝播と地域
医療の近代化の解明を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)代表者および分担者は、九州諸藩領の種
痘関係史料の各自収集調査および年２回の
合同調査を実施。(2)人的ネットワークの探
求のための各地域医師データ収集・整理。(3)
諸藩における医学校の特質研究を重点的に
行う。（(4)研究者らで３年間内に九州全域を
悉皆調査することは困難であるので、電子情
報化の権利処理を済ませた資料からホーム
ページで公開をし、関心をもつ内外の研究者
からの新たな情報提供をえる共同研究ネッ
トワークにより、本研究を進展させる。 
 
４．研究成果 
(1)三年間の研究において多くの成果を得た。
『研究報告書史料・九州の種痘』を刊行した。
一般論考として『天然痘との闘いー九州の種
痘』（岩田書院、2018.7）を準備した。 
(2)嘉永 2年（1849）6月 23 日（西暦 1849 年
8月 11 日）に伝来した牛痘により、3日後の
6月26日に最初の接種が楢林宗建の子建三郎
らに行われ、それが活着したことを柴田方庵
の日記などの日本側史料から確定できた。 
(3)佐賀藩は、8月から引痘方を設置し、藩主
の子淳一郎に 8 月 22 日に接種し、江戸へは
10 月 2日にもたらした。 
(4)佐賀藩では、安政 5 年（1858）に設立さ
れた好生館で全額藩費による組織的な種痘
活動を実施し、安政 6年（1859）から翌万延
元年（1860）の１年間で松尾徳明という医師
が 1224 人余に種痘を実施したことが判明し
た。 
(5）長州藩の青木周弼は、彼の門人で当時長
崎にいた阿部魯庵から、同年 7 月 22 日付の
書簡を受け取り、種痘の準備をすすめ、9 月
21 日に佐賀藩から分苗された。 
(6)大村藩は、7 月 24 日に痘苗を得て 8 月 1
日から藩主導で実施し、種痘苗保存確保のた
めに「牛痘種子継料」を全村から徴収してい
た。 
(7)中津藩では民間医辛島正庵らが長崎から

痘苗を得て、種痘普及のために文久元年
（1861）に医学館を創設したこと、西屋形村
の屋形養民は、中津の医学館から痘苗を得て
村民への種痘を開始したこと、佐賀に赴いた
儒医村上姑南は佐賀から分苗され、約 300 人
に種痘を実施した。 
(8）福岡藩領では郡医が早くに種痘活動を行
い、武谷祐之は郡医から痘漿を分けてもらい、
嘉永 2年の末から種痘を始めた。武谷祐之の
『牛痘告諭』を翻刻できた。 
(9)小倉藩領でも郡医らが先に種痘を実施し、
小倉城下職人町医師吉雄権六が種痘実施し
た触れが嘉永7年6月12日に出されている。
同領では安政 5年（1858）に牛痘を牛に種え
てリフレッシュさせる再帰牛痘法を安政5年
（1858）段階で郡医らが試みていた。 
(10)天草では、上津深江村字太田に種痘山と
いう種痘実施施設を創始し、大村藩の古田山
種痘所での種痘心得のある医師を招き、人痘
法での接種を続けていたが牛痘伝来後は牛
痘による接種に転換した。 
(11)宮崎では、若山牧水の祖父若山健海が嘉
永 3 年ころから種痘を実施し、231 人の非接
種者の記載のある『種痘人名簿』が残されて
いることなどが明らかにできた。 
(12）薩摩では藩医前田杏斎が嘉永 2 年に長
崎から牛痘を得て実施した。その門人の黒江
絅介は高岡郷（現宮崎市）で嘉永 3年に種痘
を実施した。黒江絅介と前田杏斎との種痘を
めぐる書翰などを今回、翻刻できた。 
(13）熊本藩では、藩医高橋春圃と寺倉秋堤
が長崎で牛痘を学び種痘を実施し、明治 3年
の熊本医学校が設立には、寺倉秋堤に種痘術
を教えた吉雄圭斎が招かれ、種痘普及を契機
とする地域医療の近代化が始まったことな
ど、新しい事実が判明した。 
(14)この基盤研究において、九州諸藩におけ
る種痘普及により、洋式医学校の設立など地
域医療の近代化をめぐる在村蘭方医の人的
ネットワークが主要な役割を果たしていた
実態が判明した。 
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